




ベト・シャン近くの養魚場(向う側はヨルダン)
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関 4 ガリラヤ湖周辺図

イスラエルの水資源は一つの配水鰐に統合されてお

り、その中心がナショナル@ウォーター@キャリアと

呼ばれる臨営水輸送網で、 1964年に完成している。そ

の中心となるのがガリラヤ湖・ヨルダン川である。

先に汲み上げると称したのは、ガリラヤ湖が海面下

約212mに位置するからで、参考までにここから流れ出

た水はヨルダンJlIを南下し死梅へと注いで、いるが、死

海の水面レベルは海面下約400mである。

ガリラヤ湖の水位は1932年にヨルダン川河口に築か

れたデガニヤ・ダムによって人工的に管理されている

が、通常、夏のおわりが最も水位が低く、春には高水

位になるようである。 j拐の最深部は約50m、貯水量は

約45億ばであり、デガニヤ付近のヨルダン川流水量は
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ヨルダン川デガニヤダム(ガ1)ラヤ湖版r;頼回)11洗堰J)

カエサリアの導水橋(右は地中海)

4億5000万m1と言われている。

現在のデガニヤ・ダムは琵琶湖で言う瀬田JII洗壊に

相当するが、思いのほか小規模で、、ゲートを二つ備え

て上は道路となっている。 JII幅は15'"'-'20m程度と見た。

琵琶湖の周聞に多くある逆水防止用の樋門の大きなも

のと言った感じである。しかし、これがイスラエル国

民の生命を左右するものと言っても良いものとなって

いる。

ちなみにイスラエルの年間水資源使用量は15億ばで

あり、そのうち 4億5000万ぱをヨルダンJlIから得てい

るわけであるから、地表水総計9億5000万ぱの約半分

はガリラヤ湖の水をたよりにしていると言ってよい。

ヨルダン川とシリア国境から流れ出てくるヤノレムク

JII合流地点付近では、ヨノレダンJlIは郡市河川あるいは

大型排水路状となっていたが、それより下流はヨルダ

ンとの国境となっており近づくことはできなかった。

ただ死海近くでは、砂漠というか、聖書で言う「ユ夕、

の荒野jと言う表現が近い感じがする平原の中に l本

の道だけがあるという景観の中で、道と平行する導水

管だ、けが目立っていた。

場所や水系は異なるが、地中海に聞したカエサリア

でローマ時代の導水橋を見ることができた。カルメノレ

山から20kmほど伸びている高架式のもので、二つの水



テル・パダール遺跡とガリラヤ湖

ふさわしい。考古学徒なら誰でも知っている新石器時

代初頭のイエリコの遺跡。日本では縄紋時代早期に棺

当するが、その塔や壁に改めて驚く。

ヨルダン川は、最後に死海へと至るが、その沿岸に

クムマンとマサダという大きな遺跡がある。前者は20

世紀最大の考古学的発見と言われる死海文書が見つか

ったユダヤ教エツセネ派の遺跡で、後者はへロデ王の

要塞で、後に、イスラエル版白虎隊の舞台となりヨセ

ブスの「ユタ。ヤ戦記Jも伝えるいわば山城となった場

所である。共通して言えることは、大きな貯水槽とそ

こへ繋ぐ水路群の施設が充実し、プラスターをきっち

り塗るなど、どちらも水に対する備えは自を見張るも

のがある。マサダの貯水総量は四万トンとも五万トン

路がセットであり、南禅寺境内の琵菅湖疏水のそれを とも言われている。これは今もそうであり、イエリコ

思わせる。 の西側山地の遊牧民べドウィンしか住まない岩山の谷

(4) 遺 跡 群

ガリラヤ周辺でそのほとりに位置する遺跡をいくつ

か訪れた。

テル・ハダールは東岸、テル・キノールは北岸に位

置し、エン・ゲプと共に湖に面した都市遺跡である。

テル・ハダーノレはヨルダン}IIからガリラヤ湖東岸を通

りダマカスカルへ向う要衝にあたり、テル・キノール

もガリラヤ湖から地中海に面した古代の港町アッコに

出る道筋にあたる。湖上交通と無関係にはこれらのテ

ルの立地を説明できないものである。

またガリラヤ湖東岸に位置するクルシもビザンチン

時代の修道院で、現在は建物の壁や柱も復元され、訪

れた時、露天の祭場では10人ほどの熱心なユダヤ教信

者による儀式が行われていた。復元された遺跡が生き

ていた。

ガリラヤ湖北岸のパンと魚、の教会、聖テペロの召命

教会は、キリスト教ゆかりの地である。前者は 5世紀

の魚のモザイクが床に残っており、ガリラヤ湖周辺の

イエスの弟子はほとんど漁師であったという伝承、あ

るいはキリスト教と漁師のつながりの深さがうかがわ

れる。

ガリラヤ湖からヨルダン川を少し下ったところにあ

るのがベト・シャンの遺跡で、古来よりエジプトから

ダマスカ スへ向かう軍事的要衝の地であった。エジプ

ト時代の神殿跡、ギリシャ・ローマ、ビザンチン時代

のモザイクなどが残る大規模な遺跡で、今も発掘調査

を進める傍ら修復・復元を行い、見学者を集めている。

2・3世紀のローマの円形劇場は、現在もコンサート

等に利用されている。

さらにヨルダン川を下り、死海へと注ぐ手前の西岸

のオアシスの町がイエリコである。荒涼とした景色の

中で緑に固まれたイエリコの町は、オアシスと呼ぶに

あいで、 1本だけ残された水路にその伝統と言うか執

念めいたものを見た。

1986年 1月の雨不足で湖の水位が 3'"'-'4m下がった

折りに、湖中から発見された紀元前後の木造船を観察

することも当初の自的の一つであった。この資料は、

ガリラヤ湖西岸のイグアル・アロン・センターという

博物館に保存されている。船は現在保存処理中であり、

見られるのは 2年後であるとのことであった。

3 .ガリラヤ湖と琵琶湖

ガリラヤ湖と琵琶湖の比較は実に面白いというほか

ない。

琴と琵琶湖という名前の付け方、付けられ方のみな

らず、水がめであり、観光地であり、信仰の地であり、

一方で漁業が盛んで、、古代から交通の要衝の地でもあ

る。湖辺に遺跡も多しユ。

テガニヤ・ダムと瀬田川洗堰、 導水橋と琵琶湖疏水、

漁の方法、ティベリアの港と浜大津、かつての木造船 4

や碇石。湖の水の色も同じで、滋賀県では琵琶湖のこ

とを「ウミ」と呼び、ガリラヤ湖はSeaof Galileeと呼

ばれる。

しかし違いも際立つている。水の色は同じでも向こ

う岸の景色は全く異なり、訪れた時が乾季の真っ最中

であったからでもあるが赤茶けており、植生も違う。

水利用に対する執念は琵琶湖以上であり、多くの遺

跡や今も生きる施設は我々に水の恵み、ありがたさを

教えてくれる。

今回のイスラエル訪問にあたっては、テルアピル大

学考古学研究所牧野久実氏の援助と協力を得てようや

く行い得たことを記して、感謝の意を表したい。

(用田政晴)
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